
東 北 学 院 震 災復 興 対 策委 員 会(第2回)次 第

日時:平 成23年4月6日(水)13:00

場所:土 樋キャンパス1号 館6階 会議室

委員:平 河内理事長(委 員長)・ 星宮学院長(副 委員長)宮 城総務担当常任理事(17名)

関谷財務担当常任理事 ・柴田人事担当常任理事 ・高橋法人事務局長 ・斎藤学務担当副学長

高木法学部長 ・永井中学校 ・高等学校長 ・久能榴ケ岡高等学校長 ・日野総務部長 ・高橋財

務部長 ・佐々木施設部長 ・佐藤庶務部長 ・斎藤庶務課長 ・若生人事課長 ・駒板財務課長

黙祷 委員長 平河内 健治

協 議 事 項

1、 前 回 議 事 録確 認

2、3月11日(金)地 震 の 名 称 「東 日本 大 震 災 」 に統 一 す る 。

3、 東 日本 大 震 災 に伴 う施 設 ・設 備 復 旧協 力業 者 一 覧 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・…1p

4、 施 設 ・設 備 復 旧工事 工程 予 定 表(中 学 校 ・高 等 学 校 、幼 稚 園 を除 く)・ …2p～5p

5、 組 合 に対 す る提 示

① 「合 意 書 」 の解 約 に つ い て ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ …6p

② 「休 日の変 更 」 につ い て ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ …7p

協 定 書(参 考)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ …8p

③ 「学 会 出張 に係 る旅 費 等 」 につ いて ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・…9p

④ 「東 日本 大震 災 」 に伴 う教 職 員 の手 当等 の取 り扱 い につ いて ・ ・・ ・ …10p

6、 東 日本 大 震災 に伴 う東 北 学 院特 別 住 宅 資 金 貸 付 規 程(案)・ ・ ・ ・・ ・ …11p～12p

7、 授 業 開 始 に伴 う交 通 手 段 につ いて(仙 石 線:塩 釜 以 東)

8、 榴 ケ 岡高 等 学校 にお け る東 日本 大 震災 に 向 けた 基 本 方 針

9、 東 北 学 院 復 興 支援 金 の募 集 につ いて

10、 東 北学 院大 学 職 員 の学 生 指 導 に係 わ る支 出 並 び に 学 生へ の補 助 金 支 出 に 関す る取 扱 い 基 準



第1回 東北学院震災復興対策委員会議事録

日 時:平 成23年3月30日(水)14:35～16:10

場 所:1号 館6階 会議室

出席委員:平 河内健治 星宮 望 宮城光信 関谷 登 柴田良孝 齋藤 誠 高木龍一郎

久能隆博 永井英司 高橋清昭、佐藤範明 高橋秀悦 日野 哲 佐々木文彦

斎藤英 夫 若生克義 駒板高明 以上17名

協議事項

1.東 北学院震災復興対策委員会 目的

2.対 策委員会名簿

3.対 策委員会 日程

4.東 北関東大震災:学 生納付金等の納入に関す る本学の対応

5.東 北関東大震災か ら復興 に向けた基本方針

6.東 北関東大震災:平 成23年 度予算執行に関する基本方針

7.「特定公益法 人に関する証明書」の申請に係る寄付金募集要項

以上の協議事項 については、平成23年3月30日 開催の第29回 常務理事会 にて承認済のた

め協議は行わない。また、本委員会での審議、決定事項は常務理事会の議題 とす るが、構成メ

ンバーが同一であることか ら改めて審議す ることは しないことが了承された。

8.平 成23年 度予算の削減 ・凍結と(暫 定)補 正予算の編成について(理 事長)

9.平 成23年 度予算 の削減 ・凍結 と(暫 定)補 正予算 の編成について(大 学長)

8と9に ついて 説明:高 橋財務部長 先ほどの常務理事会で承認 された、基本方針 に基づ

き作成されたもので、資料1ペ ージは理事長名で法人全体に周知す る。大学 にあっては教員に

は文書をメールボ ックスに入れることで、職員 には課長会を通 じてお こなう。さらに大学部門

にあっては、学長名で資料2ペ ージの文書 にて もお願いすることで承認された。

10.平 成23年 度予算削減 ・凍結額の提示について

[参考 教員各位(大 学長 ・財務部長)職 員各位(大 学長 ・財務部長)1

説明:高 橋財務部長 予算単位責任者 には資料1・2ペ ージとともに、具体策のお願いと

して同文書(資 料3ペ ージ)も 配付す る。削減 ・凍結額 は本年度予算示達額の10%以 上、

示達額が2,000万 円を超える予算単位は20%以 上)と する。なお、削減の参考 に教員、職

員別の資料 を4ペ ージ、5ペ ージに用意 した。記以下の対応については 「今年度は」と明

記する。

なお、具体 的には次の とお りとすることが承認された。

①個人研 究費は22万 円とす る。

②学会(研 究会)及 び資料収集の旅費については15万 円を、学会(研 究会発表)の 旅

費は5万 円を上限とする。

③大学院担当教員の教員個人選書分の凍結については、法務研究については除くことと

す る。

④ リースの取替更新凍結は今年度 リース切れのものについては再 リース(1年 間)と す

る。

⑤給与明細 の郵送 を廃止 し財務課にて受け渡す こととする。

⑥学内開催 の講演会、シンポジュウムでの謝金はすべて廃止する。

⑦私大連同様年会費等を支払っている組織 に対 し、減免等の働きかけを行 う。

⑧ 中高、榴 ケ岡高等学校 については財務課 と協議のうえ進める。
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11.震 災復興対策費算出シミュレーション(法 人)

12.震 災復興対策費算出シミュ レーション(大 学)

11と12につ いて 説明:高橋財務部長 平成23年 度は学生支援経費として約2億3千 万円
、

施設設備関係支出として約10億 円が必要とな るが、 これ らの資金を創成するために、

① 平成23年 度は物件費と施設関係経費の合計が2千 万 円を超える予算単位 は、一律20%を

減 じる。

②平成23年 度は物件費 と施設関係経費の合計が2千 万円未満の予算単位 の場合10%を 減 じ

る。

③ 施設課の工事 修 繕 に係る費用は全てを凍結する。

以上のことか ら、法人部門で、5千2百 万円を、大学部門で11億3千2百 万円、合計約12

億 円を捻出す るとしたシミュ レーションが資料6・7ペ ージとな る。8・9ペ ージは予算の削

減をする際の提出資料審議後 、以上の計画について承認された。

13.被 災教職員 に対する経済的支援措置

説明:佐 藤庶務部長 被災 した専任教職員に対 しての経済的支援 について、無利子で500万 円

を上限に貸 し付ける内容で詳細を検討 していくことが報告され了承された。
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東北地方太平洋沖地震 学校法人 東北学院
被災復旧対応協力業者一覧

※(統括)は建築・電気・設備を総合管理、(分離)はそれぞれの業種ごとに単独にて管理形態となる。



東北学院大学 土樋キャンパス 東 日本大震災 復旧工事工程表



平成23年4月2日 作成

東北学院大学 多賀城キャンパス 震災復 旧工事 工程表 (株)大 林 組

㈱ 大 林 組



工 事名

東北学大学泉キャンパス震災復旧工事
4月 度 月 間 工 程 表



工事名

東北学院榴 ヶ岡高等学校震災復旧工事 4月 度 月 間 コニ 程 表



第23-A一 号

平 成23年4月 日

東北学院大学教職員組合

執行委員長 ロング,ク リス トファー 殿

学校法人 東 北 学 院

理事長 平河内 健 治

「合意書」の解約について(申 入れ)

「東 日本大震災」 に伴い、平成23年3月23日 付 にて合意 しま した 「1.出 勤 ・退

出時 刻」並 びに 「2.週休 二 日制(土 曜 日を休 日)」 に係 る 「合意 書」 につ いて 、本

学 の教育研究活動等の復旧の見通 しが立ち、本来の業務体制に戻 ることが可能にな

りましたので、平成23年3月23日 付 「合意書」 の解 約 を申入れ ます。

つきましては、平成23年4月25日(月)よ り通常勤 務(出 勤 時刻:午 前8時30

分 、退 出時刻:午 後5時)と し、 「4週6休 制」は4月30日(土)か らと します。
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東北学院大学教職員組合

執行委員長 ロング,ク リス トファー 殿

第23-A一 号

平 成23年4月 日

学校法人 東 北 学 院

理事長 平河内 健 治

「休 日の変更」について(提 示)

標記 の件 について、 「就業 に関する協約」第13条(休 日の変更)に よ り、

本 学の教育研究活 動等 を一 日も早く回復 してゆ く措置の一環 として、次のと

お り変更いたしたく、提示 します。

記

1.出勤 日とな る休 日

平成23年4月29日(金)「 昭和の 日」

就業 に関す る協約第10条 第1項 第1号(休 日)に よる休 日

2.振 替 日

平成23年5月2日(月)

3.事 由

3月11日(金)に 発生 した 「東 日本大震災」 によって 「平成23年 度学

事暦 」が変更 され 、4月27日(水)～30日(土)に 「新入生オ リエ ン

テー シ ョン」が実施されることになったため
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協 定 書

学校 法 人東 北 学 院 と東 北 学 院 大 学 教 職 員 組 合 は、 東 北 学 院 大 学 就

業 に 関す る協 約 第13条(休 日の 変 更)に よ り、下 記 の 事 項 に つ い て 、

次 の とお り協 定 す る。

記

1.出勤 日とな る休 日

平成23年4月29日(金)「 昭和 の 日」

就業 に関す る協約第10条 第1項 第1号(休 日)に よ る休 日

2.振 替 日

平成23年5月2日(月)

3.事 由

3月11日(金)に 発 生 した 「東 日本大 震災」によって 「平成23年 度学

事暦」 が変更 され、4月27日(水)～30日(土)に 「新入 生オ リエ ン

テーシ ョン」が実施されることになったため

平成23(2011)年 月 日

学校法人 東 北 学 院

理 事 長 平 河 内 健 治

東北学院大学教職員組合

執行委員長 ロング クリス トファー
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第23-A一 号

平 成23年4月 日

東北学院大学教職員組合

執行委員長 ロング,ク リス トフ ァー 殿

学校法人 東 北 学 院

理事長 平河内 健 治

「学会等 に伴う旅費の支給」 について(お 知 らせ)

平成23年4月1日 付第23-A-1号 にてお知 らせ しま した 「東北関東大震災からの復興に

向けた基本方針」及び 「平成23年 度予算執行等 に関す る基本方針」をもとに、「平成23年

度予算 の削減 ・凍結 と(暫 定)補 正予算 の編成」 を行 います。その項目の中で、特に、今

年度の標記 「学会等に伴 う旅費の支給」の取 り扱いについては、下記のとお りといた した

くお知 らせいたします。貴組合におかれましては、事情 ご賢察の上、ご理解 とご協力を宜

しくお願い申し上げます。

記

1.学 会(研 究会 を含 む)の 旅費及び資料収集の旅費 を合わせて、年額15万 円を

限度 とする。

2.学 会 発表(研 究 会発表)の 旅 費は、年額5万 円を限度 とする。

3.海 外出張の航空運賃 について は、実費精算とする。
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平成23年4月 日

東北学院中学校 ・高等学校

校長 永 井 英 司 殿

学校法人 東 北 学 院

理事長 平河内 健 治

「東日本大震災」に伴う教職員の手当等の取扱いについて(通 知)

平成23年3月ll日(金)に 発生 した 「東 日本大震災 」に伴 い、帰宅 不可能 となった

生徒 の保護業務 に従事 した教職員 の手 当等 の取扱 いにつ いて、下記 の とお り通知 します。

記

1.教 員

宿 泊を伴 い業務に従事 した教員 については、今 回に限 り、宮城県 の特殊勤務手当の

「甚 大な非常 災害」 時の対 応を踏まえ、(1)に(2)を 加算 し6,400円 を支給す る。

(1)「東北学 院 中学 校 ・高等 学校な らび に東北学 院榴 ケ岡高等学校旅費規程」中の 「旅

費一覧表(別 表)」 にお ける 「災 害時等 の緊急業 務」 の 「特殊 業務手 当(3,200

円)」 を支給す る。

(2)宮 城県 「職員の特殊勤務手当に関する条例(宮 城県条例第128号)」 第26条 第

2項 第1号 の 「甚大な非常災害」時の対応に従い、上記(1)に100分 の100に

相当する額を支給する。

※宮城県の特殊勤務手当に関する 「甚大な非常災害」時の対応

被害が特に甚大な非常災害の際に心身に著しい負担を与える業務に従事し

た場合にあっては,当 該額にその100分 の100に 相当する額を加算 した額

2.職 員

東北学院中学校 ・高等学校就業規則第16条 による時間外勤務手当等の処理を行う。
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東日本大震災に伴う東北学院特別住宅資金貸付規程(案) 平成23年4月13日 制定

(目的)

第1条 この規程は、東 日本大震災により居住する家屋を全壊または半壊した専任の職員が

自己の住居に使用する目的をもって家屋(付 帯設備を含む。)の新築 ・購入又はその敷地の

購入(造 成 を含む。)に必要な資金の貸付について定める。

(貸付の資格)

第2条 貸付 を受 けることのできる者は、専任の職員として5年 以上在職 し、次の各号に該

当する者とする。

(1)返 済の見込みが確実であること。

(2)新 築又は購入 しようとする家屋の取得が貸付を受けた時より1年 以内に完了する見

込みが確実であること。

(3)敷 地取得の場合は1年 以内に契約を完了し、敷地取得後2年 以内に住宅建築が完了す

る見込みが確実であること。

(貸付額)

第3条 貸付額は 申請時における東北学 院退職手当支給規程 によ り算出 された額 の1.2倍 以

内 と し、その限度額 は500万 円 とす る。ただ し、貸付額 は10万 円単位 とす る。

(利息)

第4条 貸付 に伴 う利息は、無利子 とす る。

(返済方法)

第5条 貸付金の返済方法は次の各号 による。

(1)返 済 は平成24年4月 か らとす る。

(2>貸 付金 の返済 は貸付金額及び貸付期 間 に応 じ毎月の給与か ら又 は毎 月の給与及 び6

月期 ・12月 期期末手 当か らの併用 のいずれ かによる。ただ し、6月 期 ・12月 期期末手当

によ る返済の総額 は貸付額 の2分 の1以 内 とし、10万 円単位 とす る。

三 返済期間 は、次 のとお りとする。

2貸 付金の返済が終了しないうちに貸付を受けた者が退職又は死亡したときは未返済金を

退職手当から控除する。

(申請手続)

第6条 貸付を受けようとする者は所定の申請書(様 式1)に 必要事項 を記入のうえ計画書 ・

見積書等を添付し、庶務部庶務課(以 下 「庶務課」 という。)に提出するものとする。

2申 請書の提出期限は、当分の間、毎月の末日とする。
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第7条 委員会は理事長の付託を受け第6条 による申請書類を審査 し、その結果を理事長に

報告する。

2理 事長は、前項の報告に基づき、決裁のうえ、その結果をすみやかに申請者に通知する

ものとする。

(借用証書)

第8条 貸付を受ける者は借用証書及び委任状(様 式2)を 庶務課に提出し、貸付金を受領

するものとする。

(保証人)

第9条 保証人は成人に達 した3親 等以内の血族 ・2親等以内の姻族又は5年 以上在職の専

任職員から1名 とする。

2保 証人が死亡又は退職したときは遅滞なく新たに保証人を定めて届出なければならない
。

(報告書)

第10条 貸付を受けた者は家屋(付 帯設備 を含む。)の 新築 ・購入又はその敷地の購入(造

成 を含む。)を完了したときは遅滞なく報告書(様 式3)を 庶務課 に提出しなければならな

い。

(貸付の取消)

第11条 貸付を受けた者が故意に申請書記載事項のとおり実施しない場合は貸付を取り消

す。

(規程の改廃)

第12条 この規程の改廃は、理事会が行 う。

附則 この規程は、平成23年4月13日 から施行する。

2
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石巻～東北学院バス運行計画

運行日 平 成23年4月25日(月)～5月31日(火)

平 日(月 ～金)、4月30日(土)→ 中高授 業 開始 日

1スケ ジュー ル

バ ス仕様

45人 乗 り大 型観 光 バス1台

手 配

経 費

1台1日 あた り52,500円+高 速(鳴 瀬～仙 台 港 北)3,900円

(高速 は特大 車ETC割 引 の往 復 料 金)

=56400円(予 定)

・24日 間 運行 した場 合=@56 ,400×24=1,353,600円(概 算)

その他

・震災の影響で大型バスが各地に出回っているため、行 きと帰 りのバスが

異なるバス会社の可能性あ り。(表 示を大きくし、対応す る)

予約 ・キャンセル料等

・4月 下旬か ら各学校、企業送迎バス等(予 約済)が 動き出すので、

早めに予約 をいただきた い。予約が遅れ るとバスの手配がつかない場合がある。

・契約期間前 にバス運行 を終了す る場合は、残 日数分、別途キャンセル料が必要。



地震による列車影響と運転見込みについて

東日本旅客鉄道株式会社仙台支社

(4月5日12時 更新)

3月11日 に発生 しま した大震災 により、亡 くな られた方々のこ冥福 をお祈 り申 し上げますとともに、被災された地域 の皆 さま、その家族

の方々に心よ りお見舞 い申し上 げます。

弊 社といたしましては、被災地 域の設備等 について鋭意確認、点検 を行 い、一 日でも早い復旧 に向けて、引き続 きグループー体 となり全力

で取 り組んで まいります。

現在の運転状況

1/4 11/04/067:46

JR東 日本仙台支社 http://www.jr-tabi.com/eq.html

地震による列車影響と運転見込みについて

東日本旅客鉄道株式会社仙台支社

(4月5日12時 更新)

3月11日 に発生 しま した大震災 により、亡 くな られた方々のこ冥福 をお祈 り申 し上げますとともに、被災された地域 の皆 さま、その家族

の方々に心よ りお見舞 い申し上 げます。

弊 社といたしましては、被災地 域の設備等 について鋭意確認、点検 を行 い、一 日でも早い復旧 に向けて、引き続 きグループー体 となり全力

で取 り組んで まいります。

現在の運転状況

1/4 11/04/067:46



JR東 日本仙台支社 http://www.jr-tabi.com/eq.htm:

列車運行情報はこちら

今後の運転計画

現時点での運転再開の見込 みは以下の とお りです。運転再開日 ・運転本数等は、決ま り次第 お知 らせいたします。

(いずれも、暫定ダイヤで一部列車の運 転となる見込みです)

2/4 11/04/067:46



部長会資料図書部 2011/04/06

図書館 の復 旧について

1.復 旧作業の到達点 と課題

「中央図書館」

1F(開 架),2F(開 架),3F(閉 架)修 復完了

4F(閉 架)修 復作業中

M3(閉 架),M4(閉 架)書 架 に大 きな損傷 を うけてお り修理 が必要

「中央分室」

1F(開 架)修 復完了

2F(閉 架),3F(閉 架),4F(閉 架)手 付 かず

4F(閉 架)書 架 に損傷を うけてお り修理が必要

「泉キャンパス図書館」

1F(開 架)修 復完了

2F(開 架)修 復作業 中 書架 に大きな損傷 を うけてお り修理 が必要

B1(移 動書架)点 検作業準備 中

B2(閉 架)修 復作業中

「多賀城キャンパス図書館」

1F,2F修 復完了

「保存書庫等」

損傷が軽微 なた め全体の修復作業の進捗状況をみて処理

2.復 旧計画

現在、設置業者の協力 を得て、書架等 の点検 と修復計画 を策定 中。

早急に修理 に取 り掛か りたい。

図書等の整理 ・配架可能な部分か ら復 旧作業 を進めている。

5月9日 までに3館 の部分開館を行 う。それまでは休館 とする。

開架 図書閲覧、閲覧席の利用、オンライ ンジャーナル ・データベースの利用、

MyLibraryの 利用

なお、館外貸出、ILL、 図書発注な どは体制 が出来次第開始 とし、当面は休止

また、当分の間開館時間は短縮する。

3.復 旧作業

4月4日 ～8日 学生ボランティアの協力

職員 の通常業務 に とらわれず必要な力の集 中を行 う



2011.4.6部 長会

新 しい学 務 日程 等 につ いて

1.授 業について

(1)授 業 回数

○ 授業回数13回 確保を原則 とする。

○ 試験期間を設 けない。

→ 授業内(あ るいは補講)で 筆記試験を行 うことは問題ない

→ 筆記試験以外 の方法(レ ポー トなど)を 利用 し成績評価 を行う

○ 絶対 に15回 確保の必要 とな る授業科 目(教 職等)に ついては個別対応す る。

(2)前 期学事暦 ・授業 日の変更点

○ 授業開始:5月9日(月)

※ 創立記念式:午 前休講、後援会総会:午 後休講 → 変更な し

※7月18日(月)海 の 日:土 曜 日の振 り替え授業 → 変更な し

※7月30日(土)オ ープンキャンパス → 変更な し

08月1日(月)～6日(土)の 試験期間は通常授業

08月8日(月)は 通常授業

08月9日(火)は 土曜 日の振 り替え授業

08月10日(水)か ら夏期休業

(3)補 講 ・代替措置

○ 各教員 には、単位認定 に必要な学習時間を授業以外に確保す るよう特段 の配慮を

するよう依頼す る。

○ 教室不足の問題 もあ り補講は特 にすすめない。

○ 補講 を行 う場合は、6・7講 時、土曜な どの空き時間帯を利用する。

2.授 業 開始までの学務行事 について

(1)日 程

02～4年 生の成績発表 ・資料配付 ・学科ガイダンス

4月25日(月)・26日(火)

○ 新入生オ リエ ンテー ション

4月27日(水)～30日(土)

○ 編入学生 ・転学科生ガイダンス

4月22日(金)

○ 大学院のガイダンスは？

4月27日(水)～30日(土)

○ 健康診断

1年 生 新入生オ リエ ンテーシ ョン期間中

2～4年 生4月25日(月)～5月7日(土)
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(2)場 所

○文・経済 ・経営 ・法 ・教 養 土樋キ ャンパス

○工:多 賀城キ ャンパ ス

(3)プロ グラムの再構成

○ 学生部で検 討 し、学部長 に提示す る。

(4)G主 任会 議 ・リー ダ ー との打 合せ

○ 4月19日(火) 土樋キ ャンパス 午前:委 嘱状交付式 午後:打 合せ

(5)実 施体制

○ 学生部 を中心 としつつ も、全学 的支援体制が必要と なる。(特 に土樋)

(6)そ の他(報 告)

① 入学者の確定:入 試部が4月15日(金)ま で確定 し、データを学生部に送る。

② リーダー研修:基 本的 には終 わっているが、補充 ・再研修の必要がある。 とくに

ウェブ履修登録方法の周知徹底が重要。

③ 通学手段 の確保:仙 石線(塩 釜以東)に ついては復興対策委員会で検討 したい。

3.周 知 ・広 報 につ いて

(1)4月6日(水)の 部長会終 了後、新入生 ・2～4年 生 ・教職員に新 日程を通知する。

(2)通 知は郵送を原則 としつつ、HP、 プレス リリース(河 北新報以外 の東北各県の新

聞にも)を 補助と して使 う。

(3)新 入生への周知 は入試部 が行 う。(4月12日 郵送)

(4)2～4年 生 と教員(非 常勤 を含む)へ の周知は学務部が行 う。(4月11日 郵送)

(5)職 員 への周知は課長会 を通 じて行 う

4.今 後 の手続きについて

(1)こ の部長会で決定、学部教授会 ・全学教授会で事後承認。
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〈参考1>授 業運営 について(報 告)

(1)授 業再 開に間に合わない教室 ・施設の確認

○ 土樋:4号 館 ・礼拝堂 ・(押川ホール)

○ 泉:体 育館

○ 多賀城:基 礎教育セ ンター

(2)土 樋4号 館への対応

○ 教室変更 だけで対応できるかどうか現在調整中。

0841、842だ けでな く押川ホール を教室 として使えると助かる。

0401使 用の授業は校時変更(6校 時 も含む)に よる対応 もあ りうる。

○ 「初夏 さわやかオープンキャンパ ス」での教室使用は再考する必要がある。

(3)土 樋礼拝堂

0601で も対応できるが、押川ホールでもよいのでは?

→ 押川ホールの復旧は教室 に準 じる必要がある。

(4)泉 体育館

○ かな りの長期にわたって使用は難 しい。

○ 体育 の授業、課外活動の計画を見直す必要がある。 →

(5)多 賀城基 礎教育セ ンター

○ 教室 を代える ことで対応できそ う (と の こ と)

急いで調整の必要

(6)通 学手段の確保

○ 地下鉄関連については泉キャンパスで検討中

○ 仙石線(塩 釜以東)に ついては復興対策委員会で検討 したい。

[〈参考2>学 務関連 日程のまとめ

4月6日(水):新 入 生、2～4年 生へ の 日程 通 知(HP・ プ レス リ リー ス)

4月12日(火):新 入 生へ の 日程 通 知(郵 送)

4月15日(金):2～4年 生へ の 日程通 知(郵 送)、 入学 者確 定

4月19日(火):午 前:G主 任委嘱状交付式

:午 後:G主 任 とオ リエ ンテ ー シ ョン ・リー ダー との打 合せ

4月20日(水)・21日(木):学 部 教 授会

4月21日(木):全 学教授会、大学院委員会

4月22日(金):編 入学 ・転学科生ガイダ ンス

4月25日(月)・26日(火);2～4年 生成 績発 表

4月25日(月)～5月7日(土):2～4年 生健康 診 断

4月27日(水)～30日(土):1年 生オ リエ ンテー シ ョン、 大学 院 ガイ ダ ンス

5月9日(月):授 業 開始
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新入生の皆 さんへ 一大学の開始 についてのお知 らせ 一

震災 による休校、入学式 の中止 と新入生の皆さんにはご心配 ・ご迷惑 をかけま したが、

大学が下記 のとお り始 まりますのでお知 らせ します。

新入生オ リエ ンテー ション

新入生オ リエ ンテー ションとは

「新入生オ リエンテーション」 とは、大学生活を始めるにあたっての心がまえや

注意事項 ・事 務連絡 を聞いた り、諸手続を行 うためのものです。新入生は全員参

加 して ください。や むを得な い事情 によ り欠席する場合は、事前 に入試部入試課

まで(022-264-6455)連 絡 して くだ さい。

期間 4月27日(水)～30日(土)午 前9時30分 ～午 後5時

※ 開始 時間 と終 了時 間 は 日 ・学 部 に よ り多 少異 な ります 。

※4月29日 「昭和 の 日」 も午 前 ・午後 と もプ ログ ラムが あ ります 。

場所

文 ・経済 ・経営 ・法 ・教養の各学部 土樋キ ャンパス

工学部 多賀城キャンパス

※ 文 ・経済 ・経営 ・法 ・教養の各学部のオ リエ ンテーシ ョンは、授業が行わ

れ る泉キ ャンパスではな く土樋キ ャンパスですので、 ご注意 くだ さい。

よ り詳 しい 内容 ・関係 資料 は、4月12日(火)に 郵 送 します 。

授業

〉 授 業 開始 日5月9日(月)

※5月2日(火)は4月29日 「昭 和 の 日」 の代休 で休 み とな ります。

※5月6日(金)・7日(土)に は 授業 は行 い ませ ん。5月6日(金)に は事 務 ・

窓 口業 務 は土 樋 ・多賀 城 キ ャ ンパ スで通 常 どお り行 い ます(泉 キ ャ ンパス の

事 務 は5月9日(月)か ら)。

授業が実施 されるキ ャンパ ス

文 ・経済 ・経営 ・法 ・教養の各学部

文学部英文学科夜間主 コース

工学部

泉キ ャンパス

土樋キャンパス

多賀城キ ャンパス

授業 に関す る資料配布 ・説明 ・手続は、新入生オ リエ ンテー ションのなかで行 い

ます。

お 問 い合 わせ:入 試 部 入 試課(022-264-6455)



学校法人東北学院復興支援金の募集について

平成23年3月11日 に発生 した東 日本大震災によって被災 された皆様に対 し、心からお

見舞い申し上げます。また、本学 に対 し、多 くの皆様か ら激励のお言葉や ご支援 のお申し

出をいただいてお り、心よ り御礼 申し上げます。

こうした中で、皆様 のお申し出に迅速 にお応えできるよう復興支援金の受入れ窓 口を設

置いた しました。皆様か らのご支援は被災 した学生の修学支援や本学の教育環境 の復旧な

どに大切に使わせていただきます。

1.復 興支援金の申込み方法

申込みに必要な申込書一式を郵送でお送 りいた します。 こちらの電話、電子メールに

てご連絡 くだ さい。

申込先

財務部財務課

電話022-264-6467

E-mai1:bokin@staff.tohoku-gakuin.ac.jp

2.復 興支援金 に対する減税 ・免税措置

学校法人東北学院復興支援金については、寄付金控除の対象 にな ります。つきまして

は、手続きに必要な 「受領書」及び 「証明書」 を後 日お送 りいた します。



東北関東大震災関連の復興支援金 ・支給義援金等の他大学の対応について
平成23年4月1日 現在



東北学院大学職員の学生指導に係わる支出並びに学生への補助金支出に関する取扱基準



平成23年4月14日

教職員各位

東北学院榴ケ岡高等学校における東日本大震災に向けた基本方針

東北学院榴ケ岡高等学校

校 長 久 能 隆 博

【教育研究経費・管理経費】

1.合 宿並び に練習試合等 の県外出張 は自粛すること。

2.生 徒 を伴わ な い県外 出張 は自粛す ること

3.予 算単位 ごと予算総額 の10%を 削減す る。

4.消 耗品等 の徹 底 した節減 に努め る。

5.光 熱水 費の徹 底 した節減 に努め る。

【生徒支援】

1.東 日本 大震災 によって被災 した生徒の経済的支援 を積極的に行 う。

2.被 災生徒 に対す る十 分なメ ンタルケアを行 う。



平成23年4月1日

予算単位責任者 各位

事務長 木村安博

平 成23年 度 予 算 執 行 に あ た っ て の 留 意 点

1.先 の東北関東大震災による被災をうけ、東北学院理事会は 「東北関東大震災から

の復興に向けた基本方針」を決定し、平成23年 度予算の一部を削減 ・凍結 し復興

財源に充当することになりました。これにより本校でも平成23年 度予算の10%

を削減 ・凍結 し復興財源に充当することになりましたので、各予算単位におかれま

しても、趣旨ご理解の上、ご協力をいただきますようお願いいたします。具体的な

件については、洛 予算単位ごとに後日調整をいたします。

2.予 算残高の確認

常に現在の予算の残高を確認の上、予算項番毎の予算金額を超過することのない

ようご注意下さい。

3.書 類の添付

物品を注文 し、納入されましたら、業者発行の学校宛の納品書及び請求書を予算

執行届と共に、事務室決済箱に入れて下さい。

また、現金にて支払い済みの場合は、学校宛の領収書(日 付 ・金額 ・購入物品名が

明記されたもの)を 添付 して下さい。なお、昨今はレシー トタイプの領収書が見受

けられますが、感光紙のため年数が経つと文字が消えるなど、会計上の証拠書類と

して適さないため、可能な限り、通常の領収書(感 光紙タイプ以外のもの)を 作成

してもらうようお願いします。

レシートタイプの領収書しか発行されない場合は、必ず購入物品名が明記されてい

ることを確認して下さい。

4.予 算執行届の記入について

(1)校 費の場合

予算執行届の該当項 目をすべて記入し、申請者が予算単位責任者の場合は本

人の押印、それ以外の申請の場合は予算単位責任者の押印を会計担当欄に受け

てから事務室に提出して下さい。

※特に以下の項目の未記入が目立ちます。

予算単位名、予算CD、 業務CD、 項目CD、 科目CD、 支出先名

(2)校 費外(生 徒会 ・学年会費)の 場合

校費に準 じて記入願います。申請者はそれぞれの会計担当者へ提出して下さい・

なお、校費外のうち学年会費の場合、科目CDや 支払科 目(例 えば副読本、

実力テス ト等)の 未記入が多 く見受けられますので、ご注意願います・

5.備 品の予算執行 について

校 費 の予 算 の 中で科 目に用 品費や機器備品として示達 された予算 を執

行する場合は事前に事務室(担 当:佐 々木)に ご相談下さい。

なお、消耗品の予算で1個 または1組 の価格が税込3万 円の物品を購入するこ

とはできませんのでご注意下さい。

6.請 求書提出の期限厳守について

業者への支払は3月 期を除き、月末締め翌月払を原則としています。請求書が届

きましたら、遅くても翌月10日 までに事務室に提出するようお願いします・特に

学年会費関係のものは、退学者が出た場合、精算が出来ず、返金に支障をきたしま

すのでご注意下さい。




